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11 千住大橋駅周辺地区 千住河原町、千住橋戸町、千住緑町一～三丁目 

  地区の課題 

うるおいと豊かさ 

●緑の拡大…河川の親水化・宅地内の緑
化・公園づくり 

●ゆとりのあるまちなみの創出…計画的な
まちづくり・まちなみ景観への配慮・建
てづまりの解消 

●憩いの空間の形成…安全・安心して歩け
る歩道の整備・憩いや交流の空間づくり 

活気とにぎわい 

●商店街のにぎわいの再生…高齢者等も利
用しやすい魅力ある商店街環境の整備 

●住宅と工場の共存…住環境に配慮した生
産環境・地場産業の育成 

 

安全でしっかりとした土台 

●まちの防災性能の強化…公園等の防災拠
点の充実・耐火性建物の建設の促進・避
難路の確保 

●狭い幅員の道路の解消…円滑な消防活
動・安全な避難活動の環境整備 

●駅前空間の確保…公共交通機関の利用や
乗り換えの円滑化・駅周辺のにぎわいの
創出 

まちづくりの基本目標 

これらの実現に向けて、地区の皆さんと

協働でまちづくりを進めていきます。 

（平成 18年 策定） 
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活気とにぎわいのあふれるまち 

～地域産業の活性化～ 

●駅前を整備し、誰もが利用しやすい魅力ある
買い物空間づくり（商業環境の再整備） 

●足立市場周辺は、将来の開発動向をふまえ、
にぎわいづくり（足立市場周辺の再生）を
推進 

●工場と住宅が共存するまちづくりを進め、
地場産業を保全 

●大規模工場敷地は、都市生活に対応した業務
系施設の立地や住工調和を推進 

安全でしっかりとした土台のまち 

～都市基盤施設の整備～ 

●安心・快適に住み続けられる道づくり（地
区幹線道路の整備・地区内主要道路の整
備・緊急車両進入路の確保・幹線道路沿道
等の不燃化・歩行者ネットワークのバリア
フリー化） 

●安全で緑の多い、ふれあいを生む公園づく
り（防災性能の確保・公園のユニバーサル
デザイン化） 

●駅前拠点のにぎわいの再生（交通広場およ
び駐輪場等の再整備） 

●安全で憩いの場となる河川づくり（スーパー
堤防による防災性能の強化と親水性の実現） 

まちづくり計画 

 

うるおいのある豊かなまち 

～生活環境・空間の形成～ 

●ルールにもとづいたまちづくり（地区計画）
を推進 

●まちづくりの目標にあった建物づくりを誘
導 

●上記の推進・誘導によって、豊かさを感じる
まちなみづくり（景観への配慮）、うるおい
のあふれるまちづくり（生け垣等の宅地内緑
化）を推進 
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12 千住旭町地区 千住旭町、日ノ出町（一部） 

  

うち大規模敷地 

まちづくり計画 

まちづくりの目標（北千住駅東口周辺地区） 

（平成 21年 策定） 
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○２つの大ゾーンと地区ごとのまちづくりを進めていきます。 

― 既成市街地ゾーンと大規模敷地ゾーンのまちづくり 

○都市計画を再編してまちの防災性･利便性を向上させていきます。 

― 区画街路 12号線、区画街路 13号線、補助 139号線 

○地区計画制度を活用して建替えルールと新たな防火規制を導入していきます。 

― 街並み誘導型地区計画による千住旭町らしい建替え 

 

 

既成市街地のまちづくり 

地区計画の活用 

による建替えの促進 

●千住旭町建替えルールによる街並

みの調和と賑わいづくり 

●コミュニティバランスの回復（人

口、若年世帯の呼び戻し） 

 

新たな防火規制の導入 

安全で安心な市街地づくり 

 

●燃えにくいまちの形成 

●延焼遮断帯の再構成 

大規模敷地のまちづくり 

土地利用転換と地区計画 

●来訪者が集う交流の場の確保 

●賑わい機能の連続性の誘導 

●都心居住の誘導（駅前の居住機能の

確保） 

●産学公連携による活力の向上 

●駅周辺の基盤確保 

●安全性と潤い（快適性）の確保 

都市計画道路の見直し 

交通機能の再編 

●都市計画道路の再編 

●駅付近広場等の再編と周辺整備 

●区画街路 12号線、区画街路 13号線による機能確保 
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13 千住仲町地区 千住仲町 

  整備目標 

②若者から高齢者まで支え

あいながら住み続けられ

る住まいと住環境の形成 

③地区の歴史を継承するま

ちなみ形成と商店街、コ

ミュニティの活性化 

①安全で安心して暮らせる

市街地の形成 

整備方針 

①地区内に延焼抑止

ゾーンとなる防災

軸（道路拡幅と建

物の不燃化により

形成）を形成 

②地区の特性を踏ま

え老朽住宅等を土

地の共同利用等に

より建替えを促進 

④まちの歴史資源

（蔵等）を活かし

たまちなみ形成と

商店街やコミュニ

ティの維持・発展 

③公園、広場、すみ

きり、通り抜け路

の確保等、身近な

防災性・住環境の

向上 

まちづくり計画 

（平成 19年 策定） 
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土地利用の考え方 整備方針の実現方策 
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14 千住西地区 千住大川町、千住寿町、千住元町、千住柳町 

 

  大規模地震に備え、以下の取り組みを行うことで、防災性の向上を

図るとともに、良好な居住環境を誘導します。 

◎道路の整備 

◎公園・広場の整備 

◎不燃化建替えの促進 

防災まちづくり計画 

（平成 29年 策定） 
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  道路整備に関する事項 

震災時に消防活動が困難な区
域を解消するとともに、道路のネ
ットワーク形成のため、幅員６ｍ
の道路と、これを補完する幅員４
mの道路、角敷地の隅切り整備な
どを計画します。 
計画に基づいて、次のような取

組みを進めます。 
①防災生活道路の拡幅整備 
②細街路の拡幅整備 
③隅切り、通り抜け通路の整備 

公園・広場整備に関する事項 

防災上有効なオープンスペー
スを拡大するため、既存公園･児
童遊園の拡張や、新たなプチテラ
ス等を整備し、地区内にバランス
良く配置していくことを計画し
ます。 
計画に基づいて、次のような取

組みを進めます。 
①防災上有効なオープンスペ
ースとしての公園･広場等の
整備 

②公園･広場等における防災機
能強化 

③公園･広場･避難所等へのア
クセス強化と周辺の不燃化
誘導 

建替え等に関する事項 

立地特性に応じた地区独自の
まちづくりルール（地区計画等）
を導入し、不燃化建替えを地区全
域で進めることで、安全で良好な
居住環境を形成します。 
計画に基づいて、次のような取

組みを進めます。 
①地区全域における不燃化建
替えの推進 

②防災生活道路沿道や避難所
等周辺の防災機能の向上を
図る計画的な建替え誘導 

③安全で良好な居住環境の形
成に向けたルールづくり 
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15 扇一丁目周辺地区 扇一丁目、扇三丁目（一部）、興野二丁目（一部） 

  

まちづくりの目標 

地域コミュニティ（町会・自治会）を中心にまちづくりを進め、

扇一丁目周辺地区全体で目指すべき、３つのまちづくりの目標を

定めます。 

１．安心して住み続けられるまちを目指す 

２．緑を大切にしたきれいなまちを目指す 

３．心あたたかいまちを目指す 

まちづくり計画 

（平成 20年 策定） 
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まちづくりの将来像 

利便性と良好な環境をあわせ持つ安心・安全なまち 

 

まちづくりのテーマ 

安全に歩くことができるまち 

災害に強く安心なまち 

緑豊かな快適なまち 

良好な住環境を備えたまち 

住民がまちづくりを協カ・推進していくまち 

 

道路づくりの方針 
 

道路づくりの方針 
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16 大師道周辺地区 西新井栄町三丁目（一部）、西新井本町一丁目（一部） 

  

まちの将来像 

このまちの温かさや親しみやすさを次世代につなげ、このまち

に住むみんなが、いきいきと明るく暮らすことをめざして、まち

の将来像を 

心に響く風景と笑顔あふれるまち 

とします。 

（平成 23年 策定） 
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   まちづくりのテーマと方針 

まちの将来像の実現に向け、次の 3つのテーマと７つの方針に基づき、住民が主体となったま

ちづくりを進めます。 
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17 足立四丁目地区 足立四丁目 

  
地震や火災に強いまちを目指して 

末広公園 
隣接地 

防災まちづくり整備計画 

（平成 22年 策定） 
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足立区では公園やまちかど広場

を整備する際には、3回程度の地元

検討会を行い、地域の皆さんの意見

を聞きながら計画していきます。完

成後は、地域の意向を踏まえた開園

式の開催や、清掃など日常管理を近

隣で行うなど、地域のコミュニティ

の場としても活用されています（写

真は、番神ひだまりプチテラス（足

立 1-36)です）。 

足立四丁目地区において地震や火災に強いまちを目指し、区は平成 22 年 3 月に国土交通省

へ住宅市街地総合整備事業（密集住宅市街地整備型）の整備計画と事業計画を申請しました。

平成 6 年度から防災まちづくりを行っている隣接の足立一・二・三丁目地区の事業区域を拡張

することで、防災性と居住環境の改善整備を進めるものです。申請した土地利用、道路、公園・

広場などの整備方針を紹介します。 

この事業の当初計画は 10年間で、その後さらなる延長の可能性もある長期的な計画です。す

ぐに道路をつくったり、再開発を進めたりするわけではありません。個別建替えや土地利用の

転換に合わせて少しずつ住環境の改善を目指す「修復型のまちづくり」です。 

事業導入後はまちづくり協議会を中心に地域の意見を取り入れながら、防災性と居住環境の

向上を目指したまちづくりを進めていきます。地域の皆さんのご理解・ご協力のほど、宜しく

お願い致します。 

 

末広公園隣接地の整備計画案を地域で検討します。 

平成 22年度には、末広公園東側の隣接地

（約 260 ㎡）をどのように整備していくか

を、地域の皆さんの意見を聞きながら計画し

ていきます。今年度、当地をまちづくり用地

として利用することが可能となり、現在建物

は解体・撤去され更地となっています。当地

の整備によって、花畑バス通りから末広公園

への通り抜けも確保され、地区内の防災性向

上が期待されます。 

検討会の開催案内は、まちづくり協議会等

を通じてお知らせしていきます。 

今後整備される末広公園隣接地 
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18 花畑団地周辺地区 花畑三丁目（一部）、花畑五丁目（一部） 

  

１．生活を結ぶ＝商業施設や子育て・高齢者支援施設などを誘導し、地域内の交

流やコミュニティ、生活の中心地をつくる 

２．世代を結ぶ＝複合地区には広大な用地を活用し、多世代が共に集う新たな活

力創出の場をつくる 

３．環境を結ぶ＝地域で育まれた緑を回廊により緑地・公園・広場と結ぶことで

環境のネットワークをつくる 

４．街並みを結ぶ＝1km に及ぶ緑と空が広がる東西通りを再整備し、地域に誇れ

る沿道景観や安全で潤いのある歩行者空間をつくる 

地区の将来像 

花畑らしい風
シー

景
ン

＝多様な世代が安心して暮らせるゆとりある豊かな環境を継承する 

地域の生活・世代・環境・街並みを結び 

『誰もが安心して生活できる緑豊かで賑わいあるまち』 

をつくる 

地区の整備方針 

地域の生活中心地の形成 

●多様な世代の生活を支える身近な商業・

子育て・高齢者サービスの生活拠点づく

り 

●地域の利便性を向上するための機能導入

とバスルートの見直し 

 

集・環・心の次世代に残す複合地区の形成 

●共に学び、集う、次世代が夢をつかむま

ちづくり 

●水に親しめる緑豊かなスマートなまちづ

くり 

●地域の絆で安心な暮らしを共につくるま

ちづくり 

環境ネットワークの形成 

●地区内で育まれた豊富な緑・広場空間の

活用 

●地区周辺の自然資源、公園・広場等との

緑のネットワークの形成 

歩行者空間の形成 

●歩道幅員が狭い東西道路を安全な歩行者

空間に整備 

●緑豊かで潤いあるまちなみ景観づくり 

（平成 26年 策定） 
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  まちづくり計画 

生活を結ぶ 

～地域の生活中心地の形成～ 

●生活の利便性を高める商業施設の導入 

●子育て・高齢者支援の拠点形成 

●公共交通サービス（バス）機能の充実 

●若者ファミリーから高齢者までの多様な

ニーズに対応した安心安定居住の提供 

世代を結ぶ 

～次世代に残す集・環・心の複合地区の形成～ 

●若者から子育てファミリー、高齢者まで、

多世代が安心して暮らせる生活支援施設

や居住環境の整備 

●エコな取り組みや健康づくりなど緑豊か

なスマートなまちづくりの推進 

●災害復興拠点の確保や防犯に配慮したま

ちづくりの推進 

環境を結ぶ 

～環境ネットワークの形成～ 

●緑豊かな東西道路（生活動線）を形成す

るため、団地敷地内での緑化の推進 

●安全で開放的な緑のネットワークを形成

する団地内オープンスペースの再整備 

●団地内一部で毛長公園の緑の連続性を創

出するオープンスペース・広場の整備 

街並みを結ぶ 

～安全で潤いのある歩行者空間の形成～ 

●ルールに基づいた花畑らしい緑豊かな街

並み景観を誘導 

●歩道の拡幅や沿道の街並み・用途によっ

て安全に歩ける動線の整備 

●地域資源を結ぶ安全安心・快適な動線ネ

ットワークの形成 
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まちづくりの将来像 

西新井大師周辺地区では、西新井大師とともに形成された歴史的雰囲気を大切にした

まちづくりを基本に、商業地などにおけるにぎわいや楽しさ、周辺環境に調和した落ち

着きのある住環境の形成を目指して、将来像を設定しました。 

19 西新井大師周辺地区 西新井一丁目、西新井六丁目（一部） 

  

まちづくりの方針（土地利用の方針） 

 

● 住宅地、商業地ごとの特徴を活かし、住民や来訪者などの視点をふまえて、住民が暮らしや

すく、来訪者が訪れたくなるまちを目指します。 

● 地区をいくつかの特徴に区分し、それぞれの特徴を活かす「まちづくりの方針」を定めます。 

（平成 24年 策定） 
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まちづくりの基本目標 
歴史ある門前町やその周囲と、さらに西新井大師を取り囲む住宅地が共存する、文化や歴史性

を尊重したまちづくりを推進するため、基本目標を設定しました。 
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20 竹ノ塚駅周辺地区（中央ブロック）  

竹の塚一丁目（一部）、竹の塚六丁目、西竹の塚一丁目（一部）、西竹の塚二丁目（一部） 

  

 

まちづくりの基本目標 

平成20年12月に策定した地区まちづく

り構想区域のうち、鉄道高架化や関連する

都市計画事業の都市基盤整備が集中的に行

われる中央ブロックについて、地区まちづ

くり構想を踏まえたより具体的なまちづく

りの方針として、地区まちづくり計画を作

成しました。 

（平成 26年 策定） 



３．地区まちづくり計画の実績 
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土地利用の方針 
地区ごとの特徴に応じた土地利用の目的や方針を定め、適切な土地利用を誘導していきます。 
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